
「
働
き
方
・
休

み
方
改
善
指
標
」

と
は
、
人
事
労
務

担
当
者
が
労
働
時

間
や
休
暇
取
得
の

実
態
や
、
こ
れ
に

関
連
す
る
自
社
の

取
組
や
制
度
を
再

確
認
す
る
た
め
の

指
標
で
、
労
働
者

の
働
き
方
や
休
み

方
の
見
直
し
と
改

善
に
向
け
た
検
討

を
行
う
際
の
ツ
ー

ル
と
し
て
開
発
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
指
標
を
使

う
と
、
次
の
３
つ

が
可
能
に
な
り
ま

す
。

①

働
き
方
や
休
み
方
に
関
す
る

問
題
の
有
無
が
わ
か
る
。

②

人
事
労
務
担
当
者
が
自
社
の

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

働
き
方
や
休
み
方
に
関
す
る
実
態

や
課
題
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

③

自
社
の
働
き
方
や
休
み
方
の

改
善
に
向
け
て
、
対
策
を
検
討
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
働
き
方
・
休

み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の

中
の
「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
指

標
」
か
ら
「
企
業
向
け
自
己
診
断
」

を
ア
ク
セ
ス
し
、
合
計
十
三
の
設

問
に
回
答
す
る
と
「
ポ
ジ
シ
ョ
ン

マ
ッ
プ
」
（
同
規
模
企
業
と
の
比

較
）
（
図
１
参
照
）
と
「
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
」
（
働
き
方
・
休
み
方

に
関
す
る
仕
組
み
や
取
組
の
実
施

率
）
（
図
２
参
照
）
が
表
示
さ
れ
、

自
社
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
ポ
ジ
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
」
は
、

働
き
方
と
休
み
方
の
ど
ち
ら
に
問

題
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
な
い

の
か
を
視
覚
的
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
図
で
す
。

「
週
労
働
時
間
六
十
時
間
以
上

の
雇
用
者
の
割
合
」
と
「
年
次
有

給
休
暇
取
得
率
」
を
平
均
値
や
目

標
値
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

改
善
の
方
向
性
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
は
、

働
き
方
や
休
み
方
の
仕
組
み
や
取

組
に
関
す
る
八
つ
の
指
標
を
体
系

化
し
た
も
の
で
す
。
八
つ
の
指
標

は
四
つ
の
段
階
に
整
理
で
き
ま
す

（
図
３
参
照
）
。
こ
れ
を
用
い
て
、

自
社
の
仕
組
み
や
取
組
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

先
述
の
「
働
き
方
・
休
み
方
改

善
指
標
」
の
診
断
結
果
に
基
づ
き
、

働
き
方
・
休
み
方
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
八
つ
の
指
標
ご
と
に
効
果
的

対
策
の
提
案
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
に
、
企
業
を
対
象
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
人
事
担

当
者
が
「
効
果
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
割
合
が
高
い
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
『
オ
ス
ス
メ
』
と
し
て

提
案
し
て
い
ま
す
。
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「
働
き
方
・
休

み
方
改
善
指
標
」

と
は

「
ポ
ジ
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
」と

は

「
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
」と

は

診
断
結
果
を
ふ
ま
え
た

対
応
方
策

・項目1 方針・目標の明確化

・働き方や休み方の改善に取り組む意思を、「会社や部署の方針」と
して社員に対し明確に示すことが大切です。また、その際に目標を設
定することが有効です。

1.Vision（ビジョン）

・項目2 改善推進の体制づくり
・項目3 改善促進の制度化
・項目4 改善促進のルール化

・方針・目標に沿って実効ある取組を進めるために、長時間労働の抑
制や年次有給休暇の取得促進を推進するための体制や制度、ルールを
整える必要があります。

・項目5 意識改善
・項目6 情報提供・相談
・項目7 仕事の進め方改善

・社員の働き方や休み方に関する行動を変えるには、情報提供や研修
などにより、社員自身及びその上司の仕事に対する考え方や休暇に関
する意識の変革を促すとともに、取引先との関係を含め、仕事の進め
方を見直すことが重要です。

・項目8 実態把握・管理

・個々の社員の労働時間や年次有給休暇の取得状況を「見える化」し、
社員本人やその上司、会社が把握することで、より一層の改善の取組
を進めやすくなります。

3.Action（アクション）

4.Check（チェック）

2.System（システム）

前
編
で
は
、
厚
生
労
働
省
発
行
の
『
働
き
方
・
休
み

方
改
善
取
組
事
例
集
』
の
内
容
を
簡
単
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。
後
編
は
、
「
働
き
方
・
休
み
方
改
善
指
標
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（図1）
「ポジションマップ」

（図2）
「レーダーチャート」

（図3）「8つの指標」



平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
七
日

第
四
十
九
回
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
で
、
平
成
二
十
九
年
度
の
地
域

別
最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に
つ

い
て
答
申
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、
こ
の
答
申
を
参
考
に

し
つ
つ
、
各
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
で
調
査
審
議
し
て
答
申
を
行
い
、

各
都
道
府
県
労
働
局
長
が
地
域
別

最
低
賃
金
額
を
決
定
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

今
年
度
の
目
安
が
示
し
た
引
上

げ
額
の
全
国
加
重
平
均
は
二
十
五

円
（
昨
年
度
は
二
十
四
円
）

と
な

り
ま
し
た
。

仮
に
、
目
安
額
ど
お
り
最
低
賃

金
が
決
定
さ
れ
る
と
、
引
上
げ
額

は
最
低
賃
金
が
時
給
で
決
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
平
成
十
四
年
度
以
降

最
高
額
と
な
り
ま
す
。
引
上
げ
率

に
換
算
す
る
と
三
．
〇
％
（
昨
年

度
と
同
じ
）
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
目
安
額
ど
お
り
に
最
低

賃
金
が
決
定
さ
れ
た
場
合
、
京
都

府
下
に
あ
る
事
業
所
が
支
払
う
最

低
賃
金
額
は
、
現
行
の
時
間
額
八

三
一
円
か
ら
二
十
五
円
増
の
八
五

六
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。
（
特

定
の
産
業
に
は
別
途
、
産
業
別
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
）
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
正
社
員
は

も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
対

し
て
適
用
し
ま
す
。
た
と
え
、
試

用
期
間
中
で
あ
っ
て
も
最
低
賃
金

額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

も
し
最
低
賃
金
適
用
除
外
の
対

象
に
な
る
労
働
者
で
あ
れ
ば
、
労

働
基
準
監
督
署
へ
の
『
特
例
許
可

申
請
』
が
必
要
で
す
。
許
可
を
受

け
ず
に
最
低
賃
金
以
下
の
賃
金
を

支
払
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る

賃
金
は
、
毎
月
支
払
わ
れ
る
基
本

給
は
も
ち
ろ
ん
、
手
当
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
最
低
賃
金
の
算
出
時

に
総
支
給
額
か
ら
除
外
で
き
る
賃

金
は
、
次
の
六
項
目
で
す
。

・
精
皆
勤
手
当

・
時
間
外
、
休
日
、
深
夜
割
増
賃
金

・
通
勤
手
当

・
家
族
手
当

・
一
箇
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
等
）

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
慶

弔
金
等
）

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
よ

り
労
働
者
数
五
十

人
以
上
の
事
業

場
を
対
象
と
し
て
、
年
一
回
の
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
事

業
場
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
所

轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

報
告
書
の
提
出
時
期
は
、
各
事
業

場
の
事
業
年
度
の
終
了
後
な
ど
、

事
業
場
ご
と
に
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実

施
義
務
化
か
ら
一
年
が
経
過
し
、

厚
生
労
働
省
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
て

い
ま
す
。

・
平
成
二
十
九
年
六
月
末
時
点
で

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施
済

み
の
事
業
場
は
八
二
．
九
％

・
実
施
し
た
事
業
場
（
上
位
五
業

種
）
の
割
合
は
、
金
融
・
広
告
業

九
三
．
二
％
、

通
信
業
九
二
．
〇

％
、
製
造
業
八
六
．
〇
％

、
教
育
・

研
究
業
八
六
．
二
％
、
製
造
業
八

六
．
〇
％

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
事
業

場
の
労
働
者
の
う
ち
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
労
働
者
の
割

合
は
七
八
．
〇
％
。

・
事
業
場
内
の
産
業
医
等
が
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
者
と
し
て
関

与
し
て
い
る
割
合
は
五
八
．
二
％

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た

労
働
者
の
う
ち
、
医
師
に
よ
る
面

接
指
導
を
受
け
た
労
働
者
の
割
合

は
〇
．
六
％
。

・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し

た
事
業
場
の
う
ち
、
集
団
分
析
を

実
施
し
た
事
業
場
の
割
合
は
七
八
．

三
％

一
〇
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
十
一
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
（
雇
用

保
険
の
被
保
険
者
で
は
な
い
労
働

者
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
「
宇
治
川
花
火
大
会
」
は

四
年
連
続
の
中
止
と
な
る
見
通
し

で
す
。

一
九
六
一
年
に
「
宇
治
川
納
涼

花
火
大
会
」
と
し
て
始
ま
っ
た
花

火
大
会
も
、
こ
の
ま
ま
途
絶
え
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

八
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

改
定
の
目
安
と
し
て

京
都
府
は
二
十
五
円
増
（
予
定
）
に
！

最
低
賃
金
を
適
用
す
る
労
働
者
は
？

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
？


